






要約:小児期発症インスリン依存性糖尿病の腎症・網膜症・白内障・ニューロパチーなどの

合併症,および動脈硬化性合併症を早期に発見するのに選択すべき各種パラメーターにつ

いて検討した。腎症のパラメーターとしては,尿細管障害を表現するものが糸球体障害を表

現するのよりも早期から異常を示す傾向が認められた。網膜症と白内障のパラメーターと

しては蛍光眼底検査とレーザー散乱分光分折が通常検眼よりも早く異常を発見した。血清

脂質濃度の測定も有用と考えられた。 


